
　１月７日（日）、岡田地区の新成人のうち、男性18人、女性13人、計31
人が公民館に集まり、来賓の皆様同席のもと記念撮影を行いました。今年
は例年に比べ参加者が多く、小中学生のころの思い出話に花が咲いたよう
です。答えてくださったアンケートの内容をご紹介します。

Qどんな社会人になりたいですか？
A �A：一生懸命バリバリ働く…７人

B：プライベートを大事に働く… 20人
C：働きたくない…２人
AとBの両方…１人

Q理想の社会人は？
A「社会に貢献できる」「社会を冷静に見て行動をす
る」「好きなことを仕事に」「お金を持つ」「自立して
いる」「一般常識がある」「仕事とプライベートの両立」
「夢をかなえる」「ニートじゃない人」などなど、自分
の言葉で書いていました。 Q働くならどこ？

A 地元…19人　その他県内…0人
県外…９人

Qどんな仕事がしたい
A消防士、サッカー選手、教師、美容師、介護福祉士、
ホテルマン、看護師、といった具体的な職業もあれ
ば、「動物関係」「自動車関係」「保育に関する」「生物・
生態系に関わる」「食料を安定供給できる」「海外を
とび回る」「人を助ける」「クリエイティブな」「自分
が輝ける」「ホワイト企業」などの答えもありました。

Q給与は何に使いたい？
Aこれは自由に複数あげてくれまし
たが、「趣味」「プライベート」「貯金」
が多い中、「生きるため」「ユニセフ
に寄付」「親孝行」などもありました。

・消費税５％に引き上げ
・日本サッカーW杯への出場決める
・山一證券破綻　・臓器移植法施行
・映画「もののけ姫」劇場公開
・長野冬季オリンピック開催

（1997年 4月から
　　　　1998 年 3月）の

主なできごと
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 世帯数：   3,072 戸
　 男　：   3,561 人
　 女　：   3,653 人
　 計　：   7,214 人

平成30年1月1日現在
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伊
深
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田
畑
に
恵
ま
れ
た
岡
田
伊
深
地
区

は
、
若
宮
八
幡
社
の
麓
に
広
が
る
地

域
で
す
。
松
本
市
街
が
見
え
る
場
所

に
あ
っ
て
、
水
田
が
多
く
、
農
業
に

携
わ
っ
て
き
た
生
産
農
家
が
多
い
地

区
で
す
。

　

伊
深
の
世
帯
数
は
1
0
0
、
人
口

2
7
6
人
で
、
一
里
塚
、
西
小
路
、

中
小
路
、
問
屋
原
の
4
常
会
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
伊
深
に
は
、
文
化
遺

産
と
も
言
う
べ
き
遺
跡
史
跡
や
古
い

建
造
物
、
土
蔵
造
り
の
蔵
が
残
っ
て

お
り
、
古
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
所

で
す
。

　

現
在
、
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
道

路
に
は
、江
戸
時
代
、主
要
街
道
（
善

光
寺
街
道
）が
整
備
さ
れ
た
お
り
に
、

徳
川
家
康
の

命
に
よ
り
郡

奉
行
小
宮
山

織
部
之
丞
が

築
い
た
「
一

里
塚
」（
4
㎞

毎
に
設
置
し

た
塚
）
が
あ

り
ま
す
。
松

本
城
下
で
は
、

「
安
原
木
戸
の

一
里
塚
」
の
次
が
「
伊
深
の
一
里
塚
」

で
、
当
時
、
旅
行
者
や
物
資
を
運
ぶ

時
の
目
安
と
し
て
「
榎
」
と
「
松
の

木
」
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
善
光
寺
街
道
は
、「
一
里
塚
」

か
ら
北
へ
刈
谷
原
峠
へ
と
続
き
ま
す

が
、
中
信
地
区
と
北
信
地
域
を
結
ぶ

主
要
道
路
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
慶
弘
寺
（
慶
弘
寺
公
園
）
は
、

近
く
に
薬
師
堂
（
薬
王
堂
）
を
持

ち
、
曹
洞
宗
の
寺
院
と
な
っ
て
か
ら

2
0
0
余
年
、
17
代
の
住
職
が
こ
の

寺
を
守
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊

深
城
址
の
南
山
麓
に
あ
る
若
宮
八
幡

社
は
、
室
町
時
代
、
伊
深
城
主
後
庁

氏
の
氏
神
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
は
、
武
門
の
神
と
し
て
知

ら
れ
、
伊
深
の
氏
神
と
し
て
生
活
の

安
全
と
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
地
元
住

民
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

伊
深
で
は
、
毎
年
、
大
勢
の
地
区

住
民
が
参
加
し
て
、
伊
深
城
址
、
慶

弘
寺
公
園
の
除
草
や
清
掃
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に

文
化
財
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
郷
土

の
文
化
遺
産
と
し
て
地
元
の
人
と
共

に
後
世
に
伝
え
る
事
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平成 29 年  若宮八幡宮  年間行事（参考）
■ 1/1  元始祭　■ 3/4  祈年祭　
■ 5/3 ～ 6  例大祭　■ 6/18  大祓祭
■ 8/20  風神祭　■ 10/29  感謝祭
■ 12/23  大祓祭・交通安全祈願祭
■ 12/31  除夜祭

一里塚跡の標識

　

私
が
安
曇
野
よ
り
転
入
し
ま

し
た
の
は
昭
和
40
年
ご
ろ
で
す
。

　

そ
の
当
時
、
反
目
付
近
は
桑

畑
や
葡
萄
畑
で
し

た
。
女
鳥
羽
川
の

花
火
大
会
も
良
く

見
え
ま
し
た
。
雉

子
の
親
子
も
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
地
代
は
惣
社
が
一
坪

七
千
円
、
蟻
ケ
崎
台
が
五
千
円
、

反
目
六
千
円
で
し
た
。
地
主
の
協

力
で
桑
畑
に
四
メ
ー
ト
ル
道
路
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

反
目
に
決
め
ま
し
た
。
下
水
道
は

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
汲
み
取
り

式
で
し
た
。
反
目
は
環
境
が
よ
い

こ
と
も
あ
り
一
時
期
坪
25
万
円

位
値
上
が
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

岡
田
の
人
は
人
柄
が
良
く
親

切
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
て
い

ま
す
。
岡
田
に

住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

生活雑記

住
め
ば
都

S
・
T

松  

岡

　
「
お
正
月
だ
な
・
・
・
」

　

新
た
な
年
の
始
ま
り
を
感
じ

ら
れ
る
『
し
め
縄
飾
り
』
が
、

昨
年
12
月
25
日
に
岡
田
出
張
所

の
玄
関
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
『
し
め
縄
飾
り
』
は
、

田
溝
池
周
辺
に
あ
る
農
林
漁
業

体
験
実
習
館
で
活
動
し
て
い
る

『
わ
ら
の
友
』（
代
表　

大
久
保

直
人
さ
ん
）、『
手
工
芸
ク
ラ
ブ
』

の
皆
様
が
制
作
し
、
ご
好
意
で

飾
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　

岡
田
出
張
所
に
飾
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
７
、８
年
前
か
ら
。

そ
れ
ま
で
は
、
護
国
神
社
、
岡
田

神
社
、
筑
摩
神
社
な
ど
に
奉
納
。

ほ
か
に
福
祉
ひ
ろ
ば
、
保
育
園
、

児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
飾
っ
て
き

て
お
り
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

岡
田
地
区
に
は
、
以
前
紙
面
で

も
紹
介
し
た
わ
ら
細
工
の
名
人
・

上
垣
外
政
之
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
上
垣
外
さ
ん
は
『
手
工

芸
ク
ラ
ブ
』
で
講
師
を
さ
れ
て
お

り
、
講
習
の
あ
る
4
月
～
11
月
頃

は
、
地
元
の
方
だ
け
で
な
く
遠
く

安
曇
野
や
穂
高
か
ら
参
加
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
程
の
名
人
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
行
わ
れ
る
11
月
の

講
習
で
は
毎
年
、『
し
め
縄
飾
り
』

を
作
り
ま
す
。そ
の『
し
め
縄
飾
り
』

が
出
張
所
に
も
飾
ら
れ
ま
し
た
。

大
久
保
代
表
は
「
出
張
所
へ
来

る
方
々
が
、
わ
ず
か
な
時
間
で

も
、
年
の
瀬
を
感
じ
、
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
た
ら
、
と
願
っ

て
い
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
わ
ら
の
友
』『
手
工
芸
ク
ラ
ブ
』

の
皆
さ
ま
の
真
心
に
感
謝
し
つ

つ
、『
し
め
縄
飾
り
』
に
新
た
な

年
の
始
ま
り
を
感
じ
た
年
末
年

始
と
な
り
ま
し
た
。（取

材　

日
比
）

見事な手さばきで松を飾る
大久保直人さん
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